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論文題目 長野市市街地における地表面温度の土地被覆との関連及び将来予測に関する研究 

戦 後 の 急 激 な 経 済 成 長 に よ る 開 発 や 大 量 消 費 に よ っ て 多 く の 自 然 が 失 わ れ ， そ れ

に 代 わ り 都 市 部 が 年 々 拡 大 し て き た 。 さ ら に は 都 市 部 で の 人 口 増 加 や ， 市 街 地 の 拡

大 な ど に よ っ て 都 市 化 は 今 後 更 に 進 ん で い く と 考 え ら れ て い る 。 一 方 ， 現 在 様 々 な

地 方 都 市 に お い て ， ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象 が 問 題 視 さ れ て い る 。 人 工 物 が ヒ ー ト ア

イ ラ ン ド 現 象 を 加 速 さ せ る 一 方 で ， 植 物 に 代 表 さ れ る 緑 地 は ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象

を 軽 減 さ せ る た め に 有 効 で あ る と さ れ て い る 。 そ こ で ， 本 研 究 で は 土 地 被 覆 と 気 温

と の 関 係 を 明 ら か に す る と と も に ， 土 地 被 覆 と 気 温 の 将 来 予 測 を す る こ と に よ っ

て ， 今 後 市 街 地 の ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象 が ど の よ う に 変 化 し て い く の か を 明 確 に す

る こ と を 目 的 と し て い る 。  

 本 研 究 で は 長 野 県 長 野 市 の 市 街 化 区 域 と そ の 周 辺 を 対 象 地 域 と し ， L A N D S A T 5 号

の 1 9 8 6 年 と 1 9 9 9 年 の デ ー タ ， 及 び L A N D S A T 8 号 の 2 0 1 5 年 の デ ー タ を 使 用 し た 。

ま ず 最 尤 法 に よ り 3 年 分 の 土 地 被 覆 分 類 図 を 作 成 し ， 対 象 地 域 及 び 市 街 化 区 域 内 の

土 地 被 覆 変 化 の 分 析 を 行 っ た 。 次 に 輝 度 温 度 分 布 図 を 作 成 し ， 土 地 被 覆 状 況 と 輝 度

温 度 と の 関 係 ， 建 築 物 の 種 類 と 輝 度 温 度 と の 関 係 に つ い て 分 析 を 行 っ た 。 ま た ， 正

規 化 植 生 指 数 （ N D V I ） ， 正 規 化 水 域 指 数 ( N D W I ) ， 正 規 化 都 市 化 指 数 （ N D B I ） の 分

布 図 を 作 成 す る こ と で ， 植 生 ， 水 域 ， 人 工 物 と 輝 度 温 度 と の 相 関 を 分 析 し た 。 さ ら

に ， 正 規 化 輝 度 温 度 か ら 対 象 地 域 を 温 度 別 に 5 つ の ゾ ー ン に 分 類 し ， マ ル コ フ 連 鎖

と 確 率 選 択 モ デ ル を 用 い て 2 0 1 5 年 か ら 1 0 年 後 ， 2 0 年 後 ， 3 0 年 後 で あ る 2 0 2 5 年 ，

2 0 3 5 年 ， 2 0 4 5 年 に お け る 対 象 地 域 の 温 度 分 布 の 予 測 を 行 っ た 。 ま た ， 同 様 に 土 地

被 覆 の 将 来 予 測 も 行 い ， そ れ ぞ れ の 年 に お け る 土 地 被 覆 と 温 度 分 布 と の 関 連 を 分 析

し た 。  

 そ の 結 果 ， 長 野 市 で は ， 1 9 8 6 年 か ら 2 0 1 5 年 に か け て 人 工 地 と 森 林 が 増 加 し ， 農

用 地 が 減 少 し て い る こ と が 明 ら か と な り ， 将 来 予 測 に お い て は 今 後 特 に 人 工 地 が 拡

大 し て い く こ と が わ か っ た 。 輝 度 温 度 に 関 し て は ， 人 工 地 が 高 温 域 を 示 し ， 森 林 と

水 域 が 低 温 域 を 示 す こ と が わ か っ た 。 温 度 分 布 の 将 来 予 測 で は ， 「 ヒ ー ト ア イ ラ ン

ド 現 象 に 強 く 影 響 し て い る 範 囲 」 と 「 ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象 の 緩 和 に 強 く 影 響 し て

い る 範 囲 」 が 増 加 し て い く こ と が わ か っ た 。 更 に は 人 工 地 と 「 ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現

象 に 強 く 影 響 し て い る 範 囲 」 が 重 な っ て お り ， 森 林 と 「 ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象 の 緩

和 に 強 く 影 響 し て い る 範 囲 」 も 重 な っ て い る こ と か ら ， そ れ ぞ れ に 強 い 関 連 が あ る

こ と が 明 確 と な っ た 。 以 上 よ り ， 長 野 市 市 街 地 で は 今 後 更 に ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象

の 範 囲 が 拡 大 し て い く こ と が 推 測 で き ， こ れ を 防 ぐ に は 緑 地 の 保 全 と 創 設 や ， 過 度

な 高 度 利 用 の 抑 制 な ど が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。  
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